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Interview	
高橋 秀朋／鈴木 佐知子

キラリ学生 ◉インナー大会運営委員会

平成26年度決算・平成27年度予算

ありがとう高千穂大学 1号館

ご当地自慢 〜茨城県・群馬県〜　 
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ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

世
界
大
会
に
つ
い
て

アメリカでは人気No.1のスポーツ

今
年
7

月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
ハ
イ
オ

州
に
於
い
て
、
第
5

回
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
が
開
催
さ
れ
る
。
第
1

、

2
回
大
会
の
優
勝
国
は
日
本
だ
が
、
ア
メ
リ

カ
代
表
が
初
参
加
し
た
第
3

、 

4
回
大
会
で

は
、
圧
倒
的
な
強
さ
で
ア
メ
リ
カ
代
表
が
優

勝
し
て
い
る
。
優
勝
候
補
筆
頭
は
ア
メ
リ

カ
で
あ
る
が
、
日
本
代
表
の
活
躍
を
期
待
し
、

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
の
観
点
よ
り
そ
の
活
躍
を

占
っ
て
み
た
い
。

サ
ッ
カ
ー
に
お
い
て
、4
色（
青
、緑
、黄
、赤
）

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
た
同
一
の
G
K

に
対
す
る
、
キ
ッ
カ
ー
の
P
K
成
功
率
を

検
証
し
た
面
白
い
研
究
が
あ
る
（G

reenlees, 

Perceputual and M
otor Skills, 2013

）。
こ
こ
で

は
、
G
K
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
赤
色
の
場
合

の
P
K
成
功
率
は
54
%
で
あ
り
、
他
の
色
の

場
合
よ
り
も
成
功
率
が
低
か
っ
た
。
赤
信

号
が「
止
ま
れ
」
を
表
す
よ
う
に
、
我
々
は

「
何
か
危
険
な
も
の
」
を
赤
色
と
関
連
付
け

る
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
キ
ッ
カ
ー
は 

P
K
失
敗
に
対
す
る
危
険
信
号
を
赤
色
か

ら
無
意
識
的
に
感
じ
取
り
不
安
な
感
情
が
喚

起
さ
れ
た
、
と
著
者
ら
は
心
理
的
作
用
の
観

点
か
ら
こ
の
結
果
を
考
察
し
て
い
る
。

日
本
代
表
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
赤
色
と
白

色
で
あ
り
、
日
本
は
他
国
に
対
し
て
何
か
不

安
な
感
情
を
喚
起
さ
せ
得
る
か
も
し
れ
な

い
。
僅
か
な
影
響
か
も
し
れ
な
い
が
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
の
色
の
長
所
を
活
か
し
日
本
代
表

に
は
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

TAKACHIHO Visionary Leader’s　鈴木 啓央 助教
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啓
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助
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T A K A C H I H O  U N I V E R S I T Y

レ ポ ー タ ー 紹 介

経営学部　企業経営コース　4年
東京都立飛鳥高等学校出身
五野井ゼミ、アメリカンフットボール部

山﨑 絢子
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新1号館
完成

高千穂大学

潜入レポート

堂
々

【特集】
2
0
1
4
年
3
月
か
ら
始
ま
っ
た
建
設
工
事
も
1
年
1
ヶ
月
を
経
て
よ
う
や
く
完
成
を
迎
え
ま
し
た
。

R
C
構
造
・
地
上
4
階
建
て
の
校
舎
と
な
り
、屋
上
に
は
緑
化
と
開
放
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

特
徴
的
な
の
は
上
空
か
ら
見
る
と
直
角
三
角
形
の
形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
よ
い
よ
秋
学
期
か
ら
授
業
で
使
用
さ
れ
る
の
を
前
に
、

一
足
先
に
新
1
号
館
の
内
・
外
観
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
！

レ ポ ー タ ー 紹 介

人間科学部　人間科学専攻　2年
長野県立軽井沢高等学校出身
迫ゼミ、天文愛好会

井出 佳奈美

経営学部　企業経営コース　4年
東京都立飛鳥高等学校出身
五野井ゼミ、アメリカンフットボール部

山﨑 絢子

商学部　マーケティングコース　3年
茨城県私立第一学院高等学校出身
成田ゼミ

片桐 未菜美
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開放的な造りの新1号館は
新たな大学のシンボル
1号館の教室は大教室が4、中教室が5、小教室が10配置されています。

なかでも200人を収容できる大教室は、通常授業、公開講座、

総合科目、寄附講座などで利用されます。

快適な学習環境を実感しながら学ぶことができます。

綺
麗
な

パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム

ここが
入口です

大きいデザインで
見やすい

広くて明るいので
メイク直しも
しやすいです

広くて
明るい教室！

01
エントランス

小教室
（ゼミルーム）

2 階

パウダールーム

2 階

大教室

03

02

04

06

近
代
的
な

校
舎
が

お
迎
え
し
ま
す
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ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
が
中

心
の
新
1

号
館
は
、
大
学
正
門
の
正
面
左
側

に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
ま
さ
に
大
学
の
顔

と
い
う
べ
き
校
舎
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
に
も
配
慮
し
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し

て
周
辺
の
自
然
環
境
と
共
存
す
る
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

実
は
新
1

号
館
の
竣
工
は
、
高
千
穂
大
学

杉
並
校
地
再
構
築
計
画
全
体
の
⅓��
  が
終
わ
っ

た
ば
か
り
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
は
2
0
1
5

年
8
月
か

ら
始
ま
る
旧
1

号
館
の
取
壊
し
、
続
い
て
12

月
の
新
7

・8
号
館
の
着
工
。
2
0
1
6
年

1
月
の
旧
7

・
8
号
館
の
取
壊
し
。
最
後
に
、

2
0
1
7

年
7

月
の
新
7

・
8
号
館
完
成
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
キ
ャ
ン
パ
ス
が
変
貌
し
て
い
き
ま
す

が
、
新
1

号
館
の
秋
学
期
か
ら
の
授
業
開
始

を
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
新
1

号

館
の
こ
れ
か
ら
の
歴
史
は
、
み
な
さ
ん
が
刻

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
校
舎
の
建

設
は
、
今
年
で
創
立
1
1
2
周
年
を
迎
え
た

高
千
穂
学
園
に
と
っ
て
、
今
後
1
2
5

周
年
・

1
5
0
周
年
へ
と
飛
躍
す
る
た
め
の
布
石
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

01︲エントランス／新1号館の入口は段差がなく、エレベーターや各教室へ移動で
きます。　02︲大教室／ 200人を収容できる大教室は圧巻。段差は低めに設定さ
れているため、歩きやすいです。また、外光が入るため明るい雰囲気に包まれます。
03︲ゼミルーム／ゼミナールや50人以下の授業で使われます。館内マップも大き
くデザインされていてとても見やすいです。 04︲マーキュリーホール／マーキュ
リー（Mercury）は商業の神を表し、ホールは2階から正門に向かっています。大学
の研究・学びを守護してくれているような場所です。05︲ラウンジ／授業の合間に
友だちと話したり、一息ついたりできる場所です。ネット環境も充実していますよ。
06︲屋上／屋上からは新宿のビル群や富士山が見えます。

01

02

04

06

05

03

新
し
い
空
間
で

た
く
さ
ん
の
出
会
い
が

待
っ
て
い
ま
す

自
然
環
境
に

配
慮
し
た

都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス

開放的な
空間です

ネット環境にも
対応しています

勉強に集中できる
環境です！

マーキュリーホール

ラウンジ

屋 上

04

06

05
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○
○
○

こ
の
夏
に
頑
張
り
た
い
こ
と
を
在
学
生
の
み
な
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

＂
夏
コ
レ
＂と
題
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
の
イ
ベ
ン
ト
、学
友
会
活
動
、ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、部
活
・
サ
ー
ク
ル
な
ど

目
標
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、す
で
に
み
ん
な
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
！

こ
の
夏
の
目
標
を
聞
き
ま
し
た
！

頑
張
る
宣
言
！

高千穂祭実行委員会はコ
ンサート、広報など9つ
の局が、 高千穂祭に向け
て一生懸命取り組んでい
ます。夏休みにもリハー
サル、看板製作、業者様
との打合せ等を行います。
局員一同気を引締め、盛
大な高千穂祭にします！

高
千
穂
祭
本
部

夏コレ

2015
S U M M E R

商学部　マーケティングコース　3年
東京都立第四商業高等学校出身
庄司ゼミ、高千穂祭実行委員会

山田 翔太

夏コレ
2015

S U M M E R

夏の間が
勝負！盛大な
高千穂祭に！

この夏、学友会ではク
リーンアップ（清掃活動）
を行います。学内だけで
なく杉並区もキレイにし
ていきます。自分の周り
をキレイにすると自分自
身の心もキレイになる様
な気がしてとても爽やか
な気分になります。

人間科学部　人間科学専攻　4年
愛知県私立名古屋女子大学高等学校出身
小向ゼミ、学友会本部、体育会本部、排球部

加藤 優麻

夏コレ
2015

S U M M E R

クリーンアップ
活動で学内や杉並区

をキレイに！
学
友
会
本
部
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古都京都の
歴史を夏の合宿で
体験してきます！

私たち庄司ゼミは主に
マーケティングについて
研究しています。3年次
はインナー大会とゼミ発
表会に向けての準備が主
な活動になり、夏の活動
は週2回のサブゼミやセ
ミナーハウスへの合宿を
予定しています。

商学部　マーケティングコース　3年
東京都私立東洋高等学校出身
庄司ゼミ

藤  禎弘

夏コレ
2015

S U M M E R

目指すは、
インナー大会の

予選突破！

起業研究会はMEBUKIと
いう名称で活動していま
す。これは「私達は社会
から見ればまだ種であり、
成長し種から芽吹いてい
きたい」という意味が込め
られています。主な活動内
容は、自分達だけで企画立
案や提案をしています。

経営学部　起業・事業承継コース　2年
青森県立弘前工業高等学校出身
藤田ゼミ

荒木 凜太郎

夏コレ
2015

S U M M E R

自分たちの企画を
提案し商店街で
成功させる！

私たち硬式野球部は、現
在東京新大学リーグの2
部に所属しており、1部
昇格を目指し日々練習に
励んでいます。今年の夏
は秋のリーグ戦に向けて、
練習やオープン戦で個々
の技術の向上に努めたい
と思います。

商学部　マーケティングコース　4年
千葉県私立東京学館浦安高等学校出身
嘉瀬ゼミ、硬式野球部

山下 愁斗

夏コレ
2015

S U M M E R

2部優勝のために
全勝優勝し1部に

昇格します！

現代的なテーマも歴史
を切り口に料理すると全
く新鮮で目から鱗！知識
豊富な先生のもとで、日
本史を楽しく学んでいま
す。歴史は守備範囲が広
いので、枠にとらわれず
様々なことを調べていま
す。今年の合宿は京都で
歴史と文化を体感します。

古都京都の古都京都の古都京都の
歴史を夏の合宿で歴史を夏の合宿で歴史を夏の合宿で
体験してきます！体験してきます！体験してきます！

商学部　マーケティングコース　2年
神奈川県立小田原総合ビジネス高等学校出身
桃崎ゼミ、美術部

若林 卓也

商学部　マーケティングコース　2年
東京都立練馬高等学校出身
桃崎ゼミ、フォークソング研究会

飛田 琴美

夏コレ
2015

S U M M E R

2015/7  Vol.53　  7

起
業
研
究
会

硬
式
野
球
部

庄
司
ゼ
ミ

桃
崎
ゼ
ミ
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経営学部　起業・事業承継コース　2年
新潟県立新潟商業高等学校出身
川名ゼミ、バドミントン愛好会

竹内 香保里

夏コレ
2015

S U M M E R

今年は
必ず初勝利！

和弓部は男子20人・女
子9人、男子はⅤ部、女
子がⅢ部でリーグブロッ
ク昇格を目指していま
す！7月に全関東学生弓
道選手権大会、8月に夏
合宿と全日本学生弓道選
手権大会、そして秋から
はリーグ戦が続きます。

僕らマジックサークルの
夏の活動は学校内だけで
なくプライベートで様々な
演技を見て刺激を受けた
り、語り合い練習よりは研
究をしていきたいと思って
います。夏は今以上に深
く細かなところも疎かにせ
ず努力していきます！

商学部　会計コース　2年
茨城県立土浦第三高等学校出身
倉茂ゼミ、和弓部

抜井  彩

人間科学部　人間科学専攻　1年
東京都私立堀越高等学校出身
松谷ゼミ、マジックサークル

内田 祐輔

夏コレ
2015

S U M M E R

夏コレ
2015

S U M M E R
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バドミントン愛好会は総
勢80人、毎週火・木曜
日に活動。実践練習に重
点をおき、夏の合宿を
経て、9月の団体戦に向
かって努力を重ねていま
す。男女和気あいあいと
した雰囲気で、楽しい
サークルです！

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
会

マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

和
弓
部

頑
張
る
宣
言
！

夏はもう目の前！皆さんも
やりたいことはもう決まりましたか？

（写真左）
商学部　マーケティングコース　3年
東京都私立関東第一高等学校出身
新津ゼミ、硬式野球部

小出  壌

（写真右）
人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都立光丘高等学校出身
迫ゼミ、排球部

西島 千草

（写真中）
経営学部　企業経営コース　4年
静岡県私立城南静岡高等学校出身
アメリカンフットボール部

森  亮太郎

活動の場を広げて
マジックの楽しさを

伝えていく！

夏コレ

2015
S U M M E R

大学生活最後の年！将来の為にアメフトも就活も、
たまの息抜きも全て本気でやります！（森）

自分自身を見つめ直して芯はぶらさず、勉強も遊び
もバイトも全力投球！等身大で頑張ります！（西島）

秋のリーグ戦で絶対に１部に上がるために今から自
分を追い込む！（小出）

個人では50%超え！
チームではⅡ部昇格！
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学内選抜インターンシップ

就 職 活 動
TAKACHIHO                                                      Information

今
年
度
も
3
年
生
を
対
象
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
夏
休

み
を
利
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
学
で
は
学
内
に
お
い
て
、
厳
正

な
る
選
考
を
行
う
「
学
内
選
抜

型
」の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
で
6
年
目
を

迎
え
ま
す
。
初
年
度
は
6
企
業
11

名
で
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
現

在
で
は
21
企
業
1
団
体
、
42
名
ま

で
拡
大
し
ま
し
た
。

学
内
選
抜
の
特
徴
は
た
だ
企

業
に
派
遣
す
る
の
で
は
な
く
、
事

前
・
事
後
指
導
の
研
修
を
し
っ
か

り
行
う
と
こ
ろ
で
す
。
履
歴
書
の

書
き
方
や
企
業
研
究
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
ま
で
実
際
に
就
職
活
動
で

必
要
な
こ
と
を
事
前
指
導
で
し
っ

か
り
と
学
び
ま
す
。
ま
た
事
後
指

導
で
は
実
習
を
振
り
返
る
と
共
に

報
告
書
の
作
成
と
報
告
会
で
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
就
職
活
動
対

策
に
と
て
も
有
効
で
す
。
昨
年
参

加
し
た
現
4
年
生
も
順
調
に
就
職

活
動
中
で
す
。

現
在
は
実
習
に
向
け
て
準
備

も
大
詰
め
で
す
。
7
月
に
は
実
際

に
企
業
へ
学
生
自
ら
ア
ポ
イ
ン

ト
を
取
り
、
事
前
の
挨
拶
に
伺
い
、

い
よ
い
よ
8
月
か
ら
本
番
で
す
。

ひ
と
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
吸
収

で
き
る
よ
う
積
極
的
に
実
習
に
励

み
、
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【○○○○○○○○○○】
平成27年度 就職活動支援行事

情 報 局

１日１日成長できるように
頑張りたいです

１日ごとに目標をしっかり
と決めて、その目標を達成
できるよう頑張ります

他大学の学生に引けを
とらないくらいがんばり
たいです

一人前の社会人になる
第一歩として若い力を
前面に出します

ホテル業を通じてビジネ
スマナーを学んでいきた
いと思います

派遣先企業
株式会社小田急トラベル

派遣先企業
株式会社中萬学院

派遣先企業
SMBC日興証券株式会社

派遣先企業
ネッツトヨタ東埼玉株式会社

派遣先企業
リゾートトラスト株式会社

経営学部　企業経営コース　3年
東京都私立錦城学園高等学校出身
恩藏ゼミ

西田 千紗

人間科学部　人間科学専攻　3年
静岡県立田方農業高等学校出身
吉原ゼミ

加藤木 美咲子

商学部　金融コース　3年
青森県立八戸北高等学校出身
楠美ゼミ、軟式野球愛好会

佐伯 美保

経営学部　企業経営コース　3年
埼玉県川口市立川口総合高等学校出身
小林ゼミ、軟式野球愛好会

宮野 勢生

商学部　金融コース　3年
千葉県私立東京学館船橋高等学校出身
楠美ゼミ、軟式野球愛好会

佐藤 昂佑

学内選抜インターンシップ
事前指導・事後指導スケジュール

                  受入企業　企業・団体名
1 IMSグループ 12 株式会社東計電算

2 SMBC日興証券株式会社 13 日電工業株式会社

3 株式会社映像センター 14 ネッツトヨタ東埼玉株式会社

4 株式会社小田急トラベル 15 橋本産業株式会社

5 株式会社河内屋 16 株式会社パレスエンタープライズ

6 株式会社紀伊國屋書店 17 フジモトHD株式会社

7 京王観光株式会社 18 前田建設工業株式会社

8 サミット株式会社 19 株式会社丸和運輸機関

9 杉並区 20 リゾートトラスト株式会社

10 西武信用金庫 21 株式会社リネックス

11 株式会社中萬学院 22 渡辺パイプ株式会社

事前指導

第1回 6 月16日（火）実習企業研究

第2回 6 月30日（火）ビジネスマナー（基礎編）/日誌の書き方

第3回 7 月14日（火）ビジネスマナー（実践編）

個別指導 7 月  1日（水）～

事後指導・報告会

第1回 9  月29日（火）実習の振り返り/報告書作成

第2回 11月17日（火）実習報告会リハーサル

第3回 12月   1日（火）インターンシップ実習報告会

日  時 行　事　名 ポイント

9月 29日（火）10：40～12：10

就活入門講座

秋のキャリアガイダンス 就活の流れを再確認

10月 6日（火）
10：40～12：10 自己分析･自己ＰＲ講座 自分の強みを考える

13：00～14：30 エントリーシート･履歴書講座 自分の強みの表現方法を学ぶ

10月13日（火）
10：40～12：10 業界・職種研究講座 業種・企業の研究方法を学ぶ

13：00～14：30 職業レディネステスト 自己理解のための職業興味検査

【3年生全対象】 平成27年度　就職活動支援行事一覧【 9～10月分】

※日程は変更となる場合がございます。求人Navi・学内掲示にてご確認ください。

派遣学生たちの抱負
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TAKACHIHO 
SEMINAR

田
ゼ
ミ
は
経
営
学
部
起
業
・
事
業
承

継
コ
ー
ス
の
学
生
を
対
象
と
し
、
現

在
の
ゼ
ミ
員
23
名
の
う
ち
経
営
者
の
子
息
が

18
名
と
80
％
近
く
を
占
め
、
後
継
者
と
起
業

を
目
指
す
学
生
が
大
半
で
す
。

こ
の
た
め
、
ゼ
ミ
の
研
究
内
容
も
企
業
経

営
に
関
す
る
テ
ー
マ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

将
来
の
経
営
者
を
目
指
す
た
め
の
人
間
力
形

成
に
つ
い
て
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

企
業
経
営
に
関
す
る
研
究
内
容
と
し
て
は
、

起
業
す
る
ま
で
の
事
前
準
備
か
ら
実
際
に
ス

タ
ー
ト
す
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
こ

れ
を
解
決
す
る
た
め
の
「
起
業
段
階
」と
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
か
ら
事
業
を
成
長
・
発

展
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
経
営
戦
略
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
経
営
実
践
段
階
」、さ
ら
に

企
業
を
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
り
、売

却
す
る「
事
業
承
継
段
階
」の
3

段
階
を
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
、こ
れ
ら
に
関
す
る
基
礎
的
な

理
論
の
習
得
と
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
等
を
活
用

し
た
実
務
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、私
自
身
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業

を
創
業
し
、現
在
も
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

の
経
営
者
と
し
て
、
中
小
企
業
の
事
業
計
画

策
定
や
企
業
再
生
、
地
域
振
興
な
ど
の
コ
ン

サ
ル
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
た
め
、ゼ
ミ
に
お

い
て
は
実
際
に
企
業
経
営
の
現
場
で
発
生
し

て
い
る
諸
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
、学
生
と
の
対

話
形
式
で
解
決
を
探
っ
て
い
く
方
法
も
多
く

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

将
来
の
経
営
者
候
補
と
し
て
の
人
間
力
形

成
の
面
で
は
、
ゼ
ミ
に
入
る
際
に
経
営
者
を

目
指
す
学
生
の
た
め
の
最
低
限
必
要
な
条
件

を
網
羅
し
た
「
藤
田
ゼ
ミ
訓
」を
配
布
し
、こ

れ
を
遵
守
す
る
と
い
う
誓
約
書
を
全
員
に
ま

ず
提
出
さ
せ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
高
千
穂
大
学
の
学
生
と
し

て
、ま
た
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
を
持
っ
て

行
動
す
る
こ
と
」、「
自
主
性
を
重
ん
じ
、超
常

識
的
発
想
で
失
敗
を
恐
れ
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

心
を
持
つ
こ
と
」、ま
た「
判
断
・
決
断
力
や
自

律
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」な
ど
を
掲
げ
、こ

れ
を
遵
守
で
き
な
い
学
生
に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
他
大
学
ゼ
ミ
と
の
交
流
を
通
じ

て
様
々
な
タ
イ
プ
の
学
生
達
と
研
究
会
や
親

睦
会
を
行
い
、
ゼ
ミ
学
生
の
知
識
や
人
間
性

の
幅
を
拡
げ
る
こ
と
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

A  s t u d e n t ' s  v o i c e  

藤田ゼミ迫ゼミ

藤

経営学部
教授

藤田 泰一

■略歴

■担当科目

明治大学農学部卒業
明治大学大学院博士前期課程修了
東京大学大学院教育学研究科科目等
履修生単位取得

東北大学経済学部経済学科 中退（＊）
東北大学経済学研究科博士課程前期修了
東北大学経済学研究科博士課程後期修了
＊飛び級にて大学院進学

企業経営実習、事業計画論、ゼミ

企業経営のプロから直接ビ
ジネスの最前線を学ぶこと
ができます。

ゼ
ミ
の
理
念
は〝
日
本
を
元
気
に
す
る

未
来
の
経
営
者
を
育
て
る
〞

経営学部　起業・事業承継コース　3年
静岡県立沼津工業高等学校出身

野原 将裕

経営学部　起業・事業承継コース　3年
東京都私立中央学院大学中央高等学校出身
バスケットボール部

山田 眞野

経営学部　起業・事業承継コース　2年
東京都私立日体荏原高等学校出身

山村 公人

ゼ ミ 訓

藤田ゼミの
ゼミ訓をご紹介

藤田ゼミは、秋のゼミナール発表会と明
星大学や拓殖大学と一緒に行う3大学交
流会に向けて、「起業」、「経営戦略」、そ
して「事業承継」を主に研究しています。
ゼミ生は起業家や事業後継者を目指し、
和気藹々とした中にも主体性を持つこと
を大事にしながら、自分達が中心となっ
てゼミを運営している雰囲気があります。

藤田先生は学生とのコミュニケーション
を大切にする先生です。普段は優しい
ですが、時に厳しく、けじめもあります。
経営コンサルティング会社の経営者でも
あり、実業界で活躍されているため、経
営の専門的な話、将来に役立つ話、そし
て将来の経営者になるための基本的資質
づくりの話などを聞くことができます。

藤田ゼミは2・3年生が一緒に学ぶ第一ゼ
ミ、卒業研究を中心とした4年生の第二ゼ
ミがあります。私は第一ゼミで3年生と
会社経営を学んでいます。現在は「起業
グループ」に属し、空き店舗や空き家を活
用したビジネスプランの作成をテーマと
して、秋のゼミナール発表会や3大学交流
ゼミ会に向けた研究・活動をしています。

1
． 藤
田
専
門
ゼ
ミ
学
生︵
以
下
、「
藤
田
ゼ
ミ
員
」
と
す
る
︶
は
、
各
自
の
個
性
と
超
常

識
的
自
由
な
発
想
を
尊
重
す
る

1
． 藤
田
ゼ
ミ
員
は
、
大
学
生
と
し
て
、
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

自
律
し
た
人
間
と
な
る

1
．藤
田
ゼ
ミ
員
は
、
常
に
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
能
力
向
上
な
ど
の
準
備
を
行
う

1
． 藤
田
ゼ
ミ
員
は
、
成
功
す
る
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
挑
戦
と
忍
耐
力
を
持
ち
、
実
行

に
あ
た
っ
て
は
最
大
限
の
能
力
を
発
揮
す
る

1
． 藤
田
ゼ
ミ
員
は
、
高
千
穂
大
学
の
現
在
と
将
来
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
に
な
る

こ
と
を
常
に
意
識
す
る

平
成
19
年（
2
0
0
7

年
）4
月
25
日 

制
定

　
藤
田 

泰
一
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【ゼミナール紹介】

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、社
会
保
障
関
連

の
諸
問
題
に
つ
い
て
学
生
視
点
で

問
題
解
決
策
を
探
す
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
解
決
力
を
醸
成
す
る
こ
と

で
ゼ
ミ
生
諸
君
が
社
会
に
出
た
後
も
こ
の
能

力
を
役
立
て
て
く
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
ゼ
ミ
生
が
一
緒
に
ゼ
ミ
学
習
し
て

お
り
、
横
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
縦
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
も
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

教
員
が
行
う
べ
き
仕
事
は
、
学
問
と
は
何

か
を
伝
え
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
、
学
生

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
一
生
食
べ
て
い
け
る
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
社
会
で
得
る
こ
と
も
重
要
だ

と
考
え
、
学
生
の
就
職
指
導
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
ゼ
ミ
員
は
個
人

活
動
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、
全
体
活
動
の
3

つ

の
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
個
人
活
動
で
は
、

半
期
に
数
回
、
個
人
面
談
で
将
来
ど
の
よ
う

な
仕
事
に
就
き
た
い
か
を
考
え
、
就
職
に
必

要
な
学
習
に
取
り
組
み
、
3

年
次
以
降
は
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
活
動
で
は
、
就
職
活
動
に
お
け
る
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
能
力
養
成
と
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
作
成
の
た
め
の
文
章
力
養
成
の

た
め
に
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
最
後
の
全
体
活
動
は
、
ゼ
ミ
生
全
員
が

ゼ
ミ
の
た
め
の
活
動
に
従
事
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
他
大
学
と
の
イ
ン
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
折
衝
や
そ
の
場
に
参
加
す
る

た
め
の
旅
程
調
整
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
準
備
な

ど
を
分
担
し
て
行
う
中
で
ゼ
ミ
全
体
と
自
分

と
の
つ
な
が
り
を
学
ん
で
も
ら
う
活
動
で
す
。

ゼ
ミ
全
体
で
協
力
し
て
何
か
に
参
加
す
る
中

で
集
団
に
お
け
る
個
の
在
り
方
を
見
出
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
諸
君
の
ア
ン
テ
ナ
は
多
方
に
張
り

巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
対
応

す
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
ゼ
ミ
生
諸
君
の

瑞
々
し
い
感
性
と
共
に
問
題
解
決
法
を
考
え

る
こ
と
で
自
分
自
身
の
幅
の
広
が
り
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
普
段
な
か
な
か
素
直
に
気
持
ち

を
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
。
ゼ
ミ
生
諸
君
、
い
つ
も
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

A  s t u d e n t ' s  v o i c e  

迫ゼミ

本

■略歴

■担当科目

東北大学経済学部経済学科 中退（＊）
東北大学経済学研究科博士課程前期修了
東北大学経済学研究科博士課程後期修了
＊飛び級にて大学院進学

社会保障論、ライフデザイン、ゼミ

人間科学部
准教授

迫  一光

人間科学部　人間科学専攻　2年
宮崎県立宮崎北高等学校出身
漫画研究会

坂口 拓磨

人間科学部　人間科学専攻　2年
神奈川県私立横須賀学院高等学校出身

黒坂 康平

人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都立本所高等学校出身
バドミントン愛好会

佐藤 杏香

人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都立王子総合高等学校出身
排球部

養田 かれん

生徒と向き合い、納得のいくまで議論する
スタイルが持ち味の迫先生。生徒思いの
先生です。

迫ゼミは、インナー大会やインター
大会などの大会に出場する為に日々
頑張っています。ゼミの雰囲気とし
ては、迫先生がよく出張に行かれる
ので、お土産のお菓子を食べながら、
一致団結して頑張っています。

迫先生は歯に衣着せずストレートに
話されますが、とてもゼミ生思いの
優しい先生です。先生は生徒と勉強
することが楽しみの一つとよく言っ
ています。ゼミの時は生徒と向き合
い、双方納得いくような答えに辿り
着くまで一緒に考えてくれます。

私たちのゼミでは、保育・社会保障・
社会福祉・障害・労働の５つの班に分
かれて活動しています。今はイン
ナー大会に向けて論文作成・発表練
習をしています。今後は他大学との
合同ゼミを開催予定です。

広島弁で怖い先生ですが、タブレッ
トの扱いに苦戦するおちゃめな一面
もあります。大の旅好きで、多忙な中、
合間を見つけてはいろいろな場所へ
…。おいしいお土産を楽しみに待っ
ています。

集
団
と
個
の
関
係
性
か
ら

自
ら
の
生
き
方
を
見
つ
け
出
す
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「
続
け
る
こ
と
」に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い

大
学
時
代
は
友
人
と
の
仲
を

深
め
て
く
だ
さ
い

私
は
、
毛
髪
に
関
す
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
株
式
会
社
ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー

に
勤
務
し
て
、
今
年
で
15
年
目
に
な
り
ま
す
。

現
在
は
、
通
信
販
売
で
ヘ
ア
ケ
ア
商
品
を
販

売
す
る
目
的
で
5

年
前
に
立
上
げ
た
新
規
部

署
で
あ
る
外
販
商
品
営
業
部
に
所
属
し
て
い

ま
す
。

こ
の
部
署
で
は
商
品
企
画
か
ら
、
販
売

チ
ャ
ネ
ル
拡
大
ま
で
、
す
べ
て
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
、
責
任
の
あ
る
仕
事
を
任
さ
れ
た

う
れ
し
さ
と
同
時
に
、
新
し
い
仕
事
を
進
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
別
会
社
に
転
職
し

た
気
分
で
し
た
。

立
上
げ
当
初
は
、
通
販
に
関
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
が
な
い
た
め
、
業
界
を
知
る
の
に
四
苦

八
苦
し
、さ
ら
に
通
販
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で
、

ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
位
置
を
構
築
す
る
難

し
さ
に
、四
苦
八
苦
し
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
通

販
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、確
固
た
る
何
か
を
構
築
は

で
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
担
当
す

る
T
V
通
販
で
増
毛
パ
ウ
ダ
ー「
ア
ー
ト
ミ
ク

ロ
ン
」を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
な
ど
、ひ
た
む
き
に

続
け
る
こ
と
で
、ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
す
る
こ

私
は
、
株
式
会
社
エ
ー
ワ
ン
東
京
と
い
う

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
会
社
で
、広

報
担
当
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
弊
社

は
約
50
店
舗
ほ
ど
、ホ
テ
ル
や
空
港
、温
浴
施

設
の
中
で
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
お
り
、
私
は
そ
の
店
舗
の
販
促
物

を
D
T
P
制
作
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
で
6

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
の
醍
醐
味

は
私
が
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー
が
す
ぐ
お
客
様

の
目
に
つ
く
こ
と
で
す
。27
歳
の
時
、派
遣
事

務
を
し
て
い
て
ふ
と
『
私
に
し
か
で
き
な
い

仕
事
が
し
た
い
』と
思
い
、学
校
に
通
い
デ
ザ

イ
ン
を
イ
チ
か
ら
学
び
、今
に
至
り
ま
す
。

大
学
在
学
中
は
、
ゼ
ミ
と
サ
ー
ク
ル
で
楽

し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
で
し
た
。
ゼ
ミ
の

メ
ン
バ
ー
は
今
で
も
親
交
が
あ
る
ほ
ど
仲

が
い
い
で
す
。
彼
ら
と
の
思
い
出
の
ど
の
場

面
を
と
っ
て
も
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で

す
。
教
授
は
気
さ
く
な
方
で
、
ご
自
宅
の
庭

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
な
ど
家
族
ぐ
る
み

で
接
し
て
く
だ
さ
り
、
沢
山
の
お
知
恵
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
相
手
へ
の
思
い
や
り
や
優

し
さ
と
、
仲
間
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た

と
が
で
き
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
残
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
こ
で
踏
ん
張
っ
て

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

大
学
で
は
、
藤
井
先
生
の
ゼ
ミ
に
1

年
の

時
か
ら
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
4

年
間
で

学
ん
だ
こ
と
は
、
組
織
論
の
ほ
か
に
、「
お
お

ら
か
な
性
格
」「
熱
い
思
い
」だ
と
思
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
、深
く
学
べ
た
こ
と
が
、色
々
な
局

面
を
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
、今
振
り
返
る
と
そ
う
思
え
ま
す
。

皆
さ
ん
も
大
学
の
4

年
間
で
学
業
を
中
心

に
色
々
な
こ
と
を
学
び
・
経
験
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
は
大
学
生
の
プ
ロ
を
目
指
し
て

色
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
是
非
何
か
一
つ
の

こ
と
を
続
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
や
っ
て

お
い
て
よ
か
っ

た
！
」と
気
づ

く
と
き
が
必
ず

来
ま
す
よ
！

4
年
間
で
し
た
。
サ
ー
ク
ル
は
（
今
は
な
き
）

ヨ
ッ
ト
愛
好
会
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
月

二
回
合
宿
所
に
行
き
、
早
朝
か
ら
ヨ
ッ
ト
の

組
み
立
て
、
夜
は
酒
三
昧
で
ま
た
早
朝
は
必

ず
起
き
る
。
体
育
会
系
の
厳
し
さ
や
お
酒
の

席
で
の
マ
ナ
ー
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
現
在
の
社
会
人
生
活
の
即
戦
力
と
な
り

ま
し
た
。
社
会
人
に
な
る
と
、
前
向
き
な
私

で
も
後
ろ
向
き
に
な
り
た
く
な
る
ほ
ど
人
間

関
係
も
複
雑
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
利
害
関

係
の
な
い
大
学
時
代
の
友
達
は
社
会
人
生
活

に
お
い
て
癒
し
に
な
り
ま
す
よ
（
笑
）。
ぜ
ひ

と
も
大
学
生
活
を
思
い
っ
き
り
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
て
、
友
達
を
よ
り
多
く
作
っ
て
、
飲
み
会

や
旅
行
に
行
く
な
ど
し
て
仲
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

I   n t e r v i e w

1

2

Interview

Interview

2
0
0
0
年
度

　
商
学
部
卒
業

藤
井
ゼ
ミ

　

株
式
会
社
ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
勤
務

外
販
商
品
営
業
部

　
課
長
代
理

高
橋 

秀
朋

2
0
0
3

年
度

　
商
学
部
卒
業

佐
藤
ゼ
ミ

　
ヨ
ッ
ト
愛
好
会

株
式
会
社
エ
ー
ワ
ン
東
京
勤
務

鈴
木 

佐
知
子
　

（
旧
姓
：
伊
東
）

［インタビュー］

大学時代にゼミで学んだPCスキルと卒業
後に学んだデザインの知識の両方を駆使
してDTPを制作しています。
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学生

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
第
55
回
イ
ン

ナ
ー
大
会
実
行
委
員
長
を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
、川
田
悠
夫
で
す
。

55
回
の
回
数
を
重
ね
る
イ
ン
ナ
ー
大
会
も
、

毎
年
高
千
穂
大
学
を
含
む
多
く
の
大
学
か
ら
の

積
極
的
な
参
加
で
、
今
年
度
も
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
専
修
大
学
と
高
千
穂
大
学
の
2
校

共
同
運
営
開
催
と
な
り
、
珍
し
い
運
営
方
法
を

と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
例
年
よ
り
も
内
容
の

濃
い
打
ち
合
わ
せ
、緻
密
な
運
営
を
心
掛
け
、委

員
一
同
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
の
第
55
回
イ
ン
ナ
ー
大
会
テ
ー
マ
は

『
躍
進
』と
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
『
革
新
』の
大

会
テ
ー
マ
の
も
と
、
運
営
や
様
々
な
面
で
今
ま

で
に
な
い
革
新
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
昨
年
度
の
運
営
形
態
や
マ
イ

ン
ド
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
さ
ら
に
先
に
、
前

に
向
か
い
た
い
と
い
う
意
味
を
込
め
て
、
大
会

テ
ー
マ
を
『
躍
進
』と
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
も
イ
ン
ナ
ー
大
会
を
通

し
て
、
自
身
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
今
後
の
向
か
う

べ
き
未
来
へ
と
躍
進
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今

年
度
も
イ
ン
ナ
ー
大
会
の
運
営
に
実
行
委

員
一
同
、一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

iK r a r
i

インナー大会2015は、高千穂大学と専修大学の共同で運営さ
れます。今年も多くの大学・ゼミが参加し、大会が円滑に運営
できるように今から打合せや準備が行われています。

学内ではゼミ連本部役員
として活躍する川田委員
長。ゼミナール発表会で
培ったノウハウを、イン
ナー大会の運営でも発揮
してくれることでしょう。

　 高 千 穂 大 学 で 光り輝く

日本学生経済ゼミナール関東部会主催によるインナー大
会も今年で第55回。この記念すべき年に、本学ゼミナー
ル連合本部は専修大学とともに開催校として熱心に準備
を進めています。ご声援よろしくお願いいたします。

先生からの

メ ッ セ ー ジ

イ
ン
ナ
ー
大
会
運
営
委
員
会
　
イ
ン
ナ
ー
大
会
2
0
1
5
開
催

教務委員長
人間科学部教授

齋藤 元紀

多くのゼミ生に
『躍進』を
もたらします！

日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
関
東
部
会
が
主
催
す
る
学
術
大
会
。

経
済・経
営・商
学
を
学
ぶ
学
生
の
「
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
研
究
活
動
発
展
や
活
性
化
」を
目
的
に
開
催
さ
れ
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
と
討
論
部
門
が
あ
り
ま
す
。
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経営学部　起業・事業承継コース　4年
茨城県立水戸商業高等学校出身
大島ゼミ、学友会本部、美術部

大曽根 祐輝

商学部　金融コース　3年
埼玉県立川口高等学校出身
楠美ゼミ、ジャズ研究会

笠原 彩友美　

経営学部　企業経営コース　2年
東京都国立東京大学教育学部附属中等教育学校出身
黒川ゼミ、バドミントン愛好会

菅野谷 颯太

経営学部　起業・事業承継コース　3年
東京都私立科学技術学園高等学校出身　
川名ゼミ

川田 悠夫

経営学部　起業・事業承継コース　3年
東京都私立正則学園高等学校出身
川名ゼミ

進藤 陽一郎　

商学部　会計コース　3年
東京都私立堀越高等学校出身
林ゼミ、美術部

手塚  徹
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平  成  26  年  度

■資金収支計算書（別表１）� （単位：千円）

支出の部 収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成26年度 平成25年度 増減 平成26年度 平成25年度 増減

人件費支出 1,437,989 1,430,936 7,053 学生生徒等納付金収入 1,980,181 2,159,477 △ 179,296
教育研究経費支出 459,268 495,194 △ 35,926 手数料収入 31,584 32,259 △ 675
管理経費支出 203,534 189,967 13,567 寄付金収入 6,166 10,283 △ 4,117
借入金等利息支出 1,333 2,006 △ 673 補助金収入 208,459 222,463 △ 14,004
借入金等返済支出 44,440 64,440 △ 20,000 資産運用収入 102,141 115,648 △ 13,507
施設関係支出 1,536,176 123,397 1,412,779 資産売却収入 113,907 23,812 90,095
設備関係支出 63,237 64,926 △ 1,689 雑収入 152,550 131,693 20,857
資産運用支出 4,119,330 1,716,596 2,402,734 借入金等収入 1,000,000 0 1,000,000
その他の支出 58,222 67,597 △ 9,375 前受金収入 890,543 928,464 △ 37,921
資金支出調整勘定 △ 49,966 △ 51,161 1,195 その他の収入 5,424,732 1,410,466 4,014,266
次年度繰越支払資金 5,988,498 5,023,779 964,719 資金収入調整勘定 △ 1,071,981 △ 1,130,766 58,785
支出の部合計 13,862,061 9,127,677 4,734,384 前年度繰越支払資金 5,023,779 5,223,878 △ 200,099

収入の部合計 13,862,061 9,127,677 4,734,384

■消費収支計算書（別表２）� （単位：千円）

消費支出の部 消費収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成26年度 平成25年度 増減 平成26年度 平成25年度 増減

人件費 1,428,533 1,415,748 12,785 学生生徒等納付金 1,980,181 2,159,477 △ 179,296
教育研究経費 734,448 767,459 △ 33,011 手数料 31,584 32,259 △ 675
管理経費 225,415 213,146 12,269 寄付金 7,921 12,561 △ 4,640
借入金等利息 1,333 2,006 △ 673 補助金 208,459 222,463 △ 14,004
資産処分差額 1,997 22,460 △ 20,463 資産運用収入 102,141 115,648 △ 13,507
徴収不能額 455 305 150 資産売却差額 159,194 610 158,584
消費支出の部合計 2,392,181 2,421,124 △ 28,943 雑収入 152,550 131,693 20,857
当年度消費収支差額 1,942 17,722 △ 15,780 帰属収入合計 2,642,030 2,674,711 △ 32,681
翌年度繰越消費収支差額 1,769,728 1,767,786 1,942 基本金組入額 △ 247,907 △ 235,865 12,042

消費収入の部合計 2,394,123 2,438,846 △ 44,723

■貸借対照表（別表３）� （単位：千円）

資産の部 負債・基本金・消費収支差額の部

科　　目
金　額

科　　目
金　額

平成26年度 平成25年度 増減 平成26年度 平成25年度 増減
固定資産 13,562,157 13,373,378 188,779 固定負債 1,653,033 706,929 946,104

有形固定資産 8,044,495 6,728,736 1,315,759 長期借入金 1,044,440 88,880 955,560
土地 1,155,093 1,155,093 0 退職給与引当金 608,593 618,049 △ 9,456
建物 3,638,561 3,788,588 △ 150,027 流動負債 1,034,527 1,080,642 △ 46,115
機器備品 200,411 261,443 △ 61,032 短期借入金 44,440 44,440 0
図書 1,354,962 1,339,057 15,905 前受金 891,835 928,464 △ 36,629
建設仮勘定 1,604,759 83,606 1,521,153 その他 98,252 107,738 △ 9,486

その他 90,709 100,949 △ 10,240 負債の部合計 2,687,560 1,787,571 899,989
その他の固定資産 5,517,662 6,644,642 △ 1,126,980 基本金 15,387,119 15,139,212 247,907

施設関係引当特定資産 1,325,687 2,696,840 △ 1,371,153 第１号基本金 13,099,369 11,502,930 1,596,439
育英基金引当資産 766,063 743,442 22,621 第２号基本金 1,325,687 2,696,840 △ 1,371,153
退職給与引当特定資産 600,000 612,000 △ 12,000 第３号基本金 766,063 743,442 22,621

その他 2,825,912 2,592,360 233,552 第４号基本金 196,000 196,000 0
流動資産 6,282,250 5,321,190 961,060 翌年度繰越消費収支差額 1,769,728 1,767,786 1,942

現金預金 5,988,498 5,023,779 964,719 合  計 19,844,407 18,694,569 1,149,838
有価証券 128,235 152,505 △ 24,270

その他 165,517 144,906 20,611
合  計 19,844,407 18,694,568 1,149,839

維
持・向
上
し
て
い
く
た
め
に
帰
属
収
入

の
中
か
ら
組
み
入
れ
た
基
本
金
の
額
は

12
百
万
円
増
の
2
4
8
百
万
円
で
し
た
。

　
帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
差

し
引
い
た
消
費
収
入
は
、
45
百
万
円
減

の
2,
3
9
4

百
万
円
で
し
た
。

　
支
出
の
う
ち
、
人
件
費
は
、
13
百
万

円
増
の
1,
4
2
8
百
万
円
で
し
た
。

教
育
研
究
経
費
は
、
4

号
館
外
壁
タ
イ

ル
補
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
経
費

節
減
に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
33
百
万
円

減
の
7
3
4

百
万
円
で
し
た
。
管
理
経

費
は
私
大
等
経
常
費
補
助
金
の
返
還

も
あ
り
12
百
万
円
増
の
2
2
5

百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
借
入
金
等
利
息
は
、

登
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
取
得
の
た
め
の
借
入

金
の
利
息
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
出
の
合
計
で
あ
る
消
費

支
出
（
企
業
会
計
の
費
用
に
相
当
）は
、

29
百
万
円
減
の
2,
3
9
2
百
万
円
で

し
た
。

　
消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を
差
し
引

い
た
消
費
収
支
差
額
は
、
2
百
万
円
の

収
入
超
過
（
黒
字
）と
な
り
ま
し
た
。

　
帰
属
収
支
差
額
比
率{

（
帰
属
収
入-

消
費
支
出
）／
帰
属
収
入}

は
、
高
い
ほ

ど
経
営
的
に
安
定
し
て
い
る
と
さ
れ
ま

す
が
、
平
成
25
年
度
の
本
学
と
同
規
模

私
大
の
平
均
が
6.
5
%
で
あ
っ
た
の

に
対
し
本
学
の
平
成
26
年
度
の
比
率
は

9.
5
%
と
な
り
、
安
定
し
た
経
営
状
態

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
企
業
会
計
の
損
益
計
算
書
に
相
当

す
る
消
費
収
支
計
算
書
（
別
表
2
）

で
、
平
成
26
年
度
と
平
成
25
年
度
を

比
較
し
て
本
学
の
経
営
状
態
を
説
明

し
ま
す
。

　
収
入
の
う
ち
、
学
生
生
徒
等
納

付
金
は
、
学
部
学
生
数
の
減
少

に
よ
り
1
7
9,
2
9
6
千
円
減
の

1,
9
8
0
百
万
円
で
し
た
。
寄
付
金

収
入
は
、
父
母
の
会
・
同
窓
会
等
か

ら
の
寄
付
に
よ
り
8
百
万
円
で
し

た
。
補
助
金
収
入
は
、
国
や
東
京
都
・

杉
並
区
等
か
ら
の
交
付
金
で
す
が

14
百
万
円
減
の
2
0
8
百
万
円
で
し

た
。
資
産
売
却
差
額
は
過
年
度
に
評

価
損
を
計
上
し
た
有
価
証
券
が
早
期

償
還
と
な
り
1
5
9,
1
9
4

千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
収
入
の
合
計
で
あ
る
帰

属
収
入（
企
業
会
計
の
収
益
に
相
当
）

は
、33
百
万
円
減
の
2,
6
4
2
百
万

円
で
し
た
。

　
学
校
法
人
が
教
育
・
研
究
水
準
を

決算
の
概要

A
 S

um
m

ary of B
udget

平
成
26
年
度
決
算
に
つ
い
て
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維
持・向
上
し
て
い
く
た
め
に
帰
属
収
入

の
中
か
ら
組
み
入
れ
た
基
本
金
の
額
は

12
百
万
円
増
の
2
4
8
百
万
円
で
し
た
。

　
帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
差

し
引
い
た
消
費
収
入
は
、
45
百
万
円
減

の
2,
3
9
4

百
万
円
で
し
た
。

　
支
出
の
う
ち
、
人
件
費
は
、
13
百
万

円
増
の
1,
4
2
8
百
万
円
で
し
た
。

教
育
研
究
経
費
は
、
4

号
館
外
壁
タ
イ

ル
補
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
経
費

節
減
に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
33
百
万
円

減
の
7
3
4

百
万
円
で
し
た
。
管
理
経

費
は
私
大
等
経
常
費
補
助
金
の
返
還

も
あ
り
12
百
万
円
増
の
2
2
5

百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
借
入
金
等
利
息
は
、

登
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
取
得
の
た
め
の
借
入

金
の
利
息
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
出
の
合
計
で
あ
る
消
費

支
出
（
企
業
会
計
の
費
用
に
相
当
）は
、

29
百
万
円
減
の
2,
3
9
2
百
万
円
で

し
た
。

　
消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を
差
し
引

い
た
消
費
収
支
差
額
は
、
2
百
万
円
の

収
入
超
過
（
黒
字
）と
な
り
ま
し
た
。

　
帰
属
収
支
差
額
比
率{

（
帰
属
収
入-

消
費
支
出
）／
帰
属
収
入}

は
、
高
い
ほ

ど
経
営
的
に
安
定
し
て
い
る
と
さ
れ
ま

す
が
、
平
成
25
年
度
の
本
学
と
同
規
模

私
大
の
平
均
が
6.
5
%
で
あ
っ
た
の

に
対
し
本
学
の
平
成
26
年
度
の
比
率
は

9.
5
%
と
な
り
、
安
定
し
た
経
営
状
態

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

平  成  2 7  年  度

■平成27年度　資金収支予算書（要約）� （単位：千円）

支出の部 収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成27年度 平成27年度

人件費支出 1,310,979 学生生徒等納付金収入 1,915,086
教育研究経費支出 501,210 手数料収入 35,349
管理経費支出 165,032 寄付金収入 5,602
借入金等利息支出 800 補助金収入 199,342
借入金等返済支出 44,440 資産売却収入 14,471
施設関係支出 1,321,997 付随事業・収益事業収入 0
設備関係支出 81,460 受取利息・配当金収入 76,514
資産運用支出 1,792,936 雑収入 76,386
その他の支出 85,520 借入金等収入 500,000

［予備費］ 50,000 前受金収入 928,685
資金支出調整勘定 △ 79,850 その他の収入 2,479,675
翌年度繰越支払資金 4,273,259 資金収入調整勘定 △ 1,033,975

支出の部合計 9,547,783 前年度繰越支払資金 4,350,648
収入の部合計 9,547,783

入
は
主
に
受
取
利
息
・
配
当
金
で
あ
り

7
6,
5
1
4

千
円
、事
業
活
動
支
出
は

登
戸
グ
ラ
ン
ド
取
得
の
た
め
の
借
入
金

利
息
で
す
。

　
特
別
収
支
は
資
産
売
却
差
額
、
施
設

設
備
取
得
の
た
め
の
寄
付
金
、
資
産
処

分
差
額
と
な
り
、
今
年
度
は
現
1

号
館

の
処
分
差
額
1

億
6
千
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
収
支
差
額
が
基
本
金
組

入
前
当
年
度
収
支
差
額
と
な
り
△

1
億
6
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

基
本
金
組
入
額
は
、
新
校
舎
の
建
設
仮

勘
定
分
、
将
来
に
備
え
た
積
立
金
、
奨

学
金
の
原
資
と
な
る
積
立
金
等
を
組
入

れ
る
た
め
、
昨
年
よ
り
1

億
2
千
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
当
年
度

収
支
差
額
は
△
3

億
8
千
万
円
と
な
り

ま
す
。

　
次
に
、
そ
の
年
度
の
諸
活
動
に
対
応

す
る
す
べ
て
の
収
入
お
よ
び
支
出
に
よ

る
支
払
資
金
の
収
入
・
支
出
の
て
ん
末

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点
で
、
企
業

会
計
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と

同
じ
目
的
を
も
っ
た
資
金
収
支
予
算
書

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
資
金
収
入
は
平
成
28
年
度
分
の
納
付

金
の
平
成
27
年
度
中
受
入
額
で
あ
る

前
受
金
収
入
9
億
3

千
万
円
お
よ
び

平
成
26
年
度
か
ら
の
繰
越
支
払
資
金

43
億
50
百
万
円
を
含
ん
で
95
億
48
百
万

円
と
な
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
諸
活

動
に
対
応
す
る
収
入
と
支
出
が
生
じ
た

結
果
、
平
成
27
年
度
末
の
平
成
28
年
度

へ
の
繰
越
支
払
資
金
は
42
億
73
百
万
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

平
成
27
年
度
の
主
な
事
業

１.

学
部
教
育
の
充
実

○�

平
成
27
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
る
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
。

○�

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ゼ

ミ
Ⅰ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
実
施
。

○
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
予
定
。

○�

成
績
・
出
席
不
良
者
に
対
す
る
指
導
・

助
言
の
徹
底
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
の

活
用
。

○
学
士
力
向
上
へ
の
取
組
。

２.

大
学
院
教
育
の
充
実

○
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。

○�
論
文
指
導
、
学
会
参
加
、
リ
サ
ー
チ

ペ
ー
パ
ー
等
研
究
発
表
の
機
会
を
補
助
。

３.

図
書
館

○
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
公
開
開
始
。

４.

キ
ャ
リ
ア
支
援

○�

S
P
I
対
策
講
座
等
の
講
座
を
開
設
。

○�

就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
「
求
人N

avi

」

に
よ
る
求
人
情
報
の
検
索
、
就
職
行

事
の
確
認
、就
活
状
況
の
把
握
等
。

５.

研
究
活
動

○�

中
国
・
中
央
財
経
大
学
と
の
共
同
研

究
の
継
続
。

６.

施
設
設
備
の
整
備

○
新
1
号
館
の
使
用
開
始
。

７.

入
学
志
願
者
の
確
保

○�

教
職
員
に
よ
る
高
校
訪
問
の
拡
充
。

高
校
生
向
け
動
画
の
作
成
。

○�
S
N
S
に
お
け
る
入
試
情
報
の
配

信
を
充
実
さ
せ
る
。

　
学
校
法
人
会
計
基
準
が
一
部
改
正

さ
れ
従
来
作
成
し
て
い
た
消
費
収
支

予
算
書
が
事
業
活
動
収
支
予
算
書
と

な
り
ま
し
た
。
改
正
の
趣
旨
等
に
つ

き
ま
し
て
は
決
算
報
告
に
お
い
て
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
学
校
法
人
の
経
営
状
態
を

把
握
す
る
た
め
に
、
企
業
会
計
で
の

損
益
計
算
書
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
事
業

活
動
収
支
予
算
書
を
説
明
い
た
し
ま

す
。

　
平
成
27
年
度
の
教
育
活
動
収

入
計
は
、
学
生
数
減
に
よ
り
学
生

納
付
金
が
1,
9
1
5

百
万
円
（
平

成
26
年
度
比
65
百
万
円
減
）と
減

少
す
る
た
め
2,
2
2
9
百
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
教
育
活
動

支
出
は
、
退
職
者
減
と
な
る
た
め

人
件
費
が
1,
3
2
0
百
万
円
（
平

成
26
年
度
比
1

億
3

千
万
円
減
）、

経
費
は
節
減
に
努
め
、結
果
的
に

40
百
万
円
減
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
教
育
活
動
外
収
支
の
事
業
活
動
収

予算
の
概要

O
verview

 of budget

平
成
27
年
度
予
算
に
つ
い
て

■平成27年度　事業活動収支予算書（要約）  （単位：千円）

科　　目
平成27年度

金　額
学生生徒納付金 1,915,086
手数料 35,349
寄付金 2,602
経常費等補助金 199,342
付随事業収入 0
雑収入 76,386
教育活動収入計 2,228,765

科　　目 金　額
人件費 1,319,550
教育研究経費 767,823
管理経費 187,729
徴収不能等 0
教育活動支出計 2,275,102

教育活動収支差額 △ 46,337

科　　目 金　額
受取利息・配当金 76,514
その他の教育活動外収入 0
教育活動外収入計 76,514

科　　目 金　額
借入金等利息 800
その他の教育活動外支出 0
教育活動支出計 800

教育活動外収支差額 75,714

　　経常収支差額 29,377
科　　目 金　額

資産売却差額 140
その他の特別収入 3,500
特別収入計 3,640

科　　目 金　額
資産処分差額 161,769
その他の特別支出 0
特別支出計 161,769

特別収支差額 △ 158,129
［予備費］ 30,000
基本基組入前当年度収支差額 △ 158,752
基本金組入額 △ 225,978
当年度収支差額 △ 384,730
前年度繰越収支差額 1,767,904
基本金取崩額 0
翌年度繰越収支差額 1,383,174

（参考）
事業活動収入計 2,308,919
事業活動支出計 2,437,671

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支
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ありがとう高千 穂大学 1号館
TAKACHIHO   MEMORIES

オープンキャンパス、入試、授業、ゼミ、学友会、高千穂祭などなど、今まで  利用してきた1号館。みんなの思い出がたくさん詰まったこの校舎も、
   　      終に48年間の歴史に幕をおろします。さよなら1号館    として、  校舎の歴史やみなさんの思い出を紹介します。

■

1
9
1
3
年︵
大
正
2
年
︶

　

高
千
穂
高
等
商
業
学
校
の
校
舎
建
設
、

　

校
舎
の
棟
上
式︵
※
1
︶

■

1
9
1
4
年︵
大
正
3
年
︶4
月　

　

高
千
穂
高
等
商
業
学
校
が
大
宮
に

　

開
校

■

1
9
4
4
年︵
昭
和
19
年
︶3
月

　

高
千
穂
経
済
専
門
学
校
と
改
称

■

1
9
5
0
年︵
昭
和
25
年
︶3
月

　

高
千
穂
商
科
大
学
に
昇
格

■

1
9
6
7
年︵
昭
和
42
年
︶4
月

　

1
号
館
竣
工　

3
階
建︵
※
2
︶

■

1
9
6
7
年︵
昭
和
42
年
︶5
月　

　

旧
大
学
校
舎
解
体

■

1
9
7
1
年︵
昭
和
46
年
︶6
月　

　

1
号
館　

4
階
増
築
落
成︵
※
3
︶

■

1
9
9
8
年︵
平
成
10
年
︶9
月　

　

耐
震
補
強
工
事︵
※
4
︶

■

2
0
0
1
年︵
平
成
13
年
︶4
月

　

高
千
穂
大
学
へ
改
称

■

2
0
0
7
年︵
平
成
19
年
︶5
月　

　

高
千
穂
学
園
創
立
1
0
0
周
年

■

2
0
1
5
年︵
平
成
27
年
︶7︲
9
月　

　

1
号
館
解
体
予
定

■

2
0
1
6
年︵
平
成
28
年
︶11︲

1
月　

　

7
号
館
、
8
号
館
解
体
予
定

■

2
0
1
7
年︵
平
成
29
年
︶9
月　

　

新
体
育
館
・
7
号
館
竣
工
予
定︵
※
5
︶

高千穂大学と
1号館の歩み

本学卒業生
2003年度卒

入試広報部　広報課

西原 正人
アメフト部の雨の日の練習で階段を屋上手前
のドアまで何十往復もしました。職員になった
今も1号館の階段を使うと、声を出しながら仲
間たちと駆け上った時のことを思い出します。

商学部　教授

恩蔵 三穂
思い出は新しい建物に受け継がれ、高千穂大
学の発展に結びつくはずです。

本学卒業生
1973年度卒

教育研究事務部　部長

千葉 吉明
昭和45年大学入学、当時の大学事務室は1号館
1階（現在の保健室と1103教室）にあり、諸手続
きは全てそこで行いました。また、7号館は1階
建ての学生食堂で、定食はコロッケかメンチカ
ツの揚げ物でした。学生生活のほとんどが 1号
館、3号館（取り壊し済）、7号館（今年度取壊し
予定）であり、思い出の建物ばかりです。

（※1）創立者川田鐵彌、谷干城、渋澤栄一氏ら（※2）1号館竣工　当時は3階建て　（※3）1号館　4階が増築される（※5）新体育館・7号館完成イメージ図　旧1号館はアリーナ棟へと生まれ変わります
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ありがとう高千 穂大学 1号館
オープンキャンパス、入試、授業、ゼミ、学友会、高千穂祭などなど、今まで  利用してきた1号館。みんなの思い出がたくさん詰まったこの校舎も、

   　      終に48年間の歴史に幕をおろします。さよなら1号館    として、  校舎の歴史やみなさんの思い出を紹介します。

4階建で教室数・面積が最も広く、
キャンパスの中で一際存在感のある1号館。
現在に至るまでの変遷をご紹介します。

1950年高千穂商科大学昇格後、使用していた大学
校舎の老朽化がすすんでいたため、1965年の学園建
設総合計画に基づき、1967年1号館を竣工しました

（1967年大学校舎は解体へ）。当時は、「近代学校建築
の粋を誇る見事な新校舎」と記されています（高千穂
学園八十年史、286頁）。当初1号館は、鉄筋コンクリー
ト造三階建（2,978㎡）でしたが、4年後に4階部分を増
築（4,918.79㎡）しています。

現在と異なるところは、現保健室が講師室、現
1301教室がLL教室でした（1980年比較）。また、2011
年東日本大震災直後は、入学式を1102教室で挙行し
ました。

■

1
9
1
3
年︵
大
正
2
年
︶

　

高
千
穂
高
等
商
業
学
校
の
校
舎
建
設
、

　

校
舎
の
棟
上
式︵
※
1
︶

■

1
9
1
4
年︵
大
正
3
年
︶4
月　

　

高
千
穂
高
等
商
業
学
校
が
大
宮
に

　

開
校

■

1
9
4
4
年︵
昭
和
19
年
︶3
月

　

高
千
穂
経
済
専
門
学
校
と
改
称

■

1
9
5
0
年︵
昭
和
25
年
︶3
月

　

高
千
穂
商
科
大
学
に
昇
格

■

1
9
6
7
年︵
昭
和
42
年
︶4
月

　

1
号
館
竣
工　

3
階
建︵
※
2
︶

■

1
9
6
7
年︵
昭
和
42
年
︶5
月　

　

旧
大
学
校
舎
解
体

■

1
9
7
1
年︵
昭
和
46
年
︶6
月　

　

1
号
館　

4
階
増
築
落
成︵
※
3
︶

■

1
9
9
8
年︵
平
成
10
年
︶9
月　

　

耐
震
補
強
工
事︵
※
4
︶

■

2
0
0
1
年︵
平
成
13
年
︶4
月

　

高
千
穂
大
学
へ
改
称

■
2
0
0
7
年︵
平
成
19
年
︶5
月　

　

高
千
穂
学
園
創
立
1
0
0
周
年

■

2
0
1
5
年︵
平
成
27
年
︶7︲

9
月　

　

1
号
館
解
体
予
定

■

2
0
1
6
年︵
平
成
28
年
︶11︲

1
月　

　

7
号
館
、
8
号
館
解
体
予
定

■

2
0
1
7
年︵
平
成
29
年
︶9
月　

　

新
体
育
館
・
7
号
館
竣
工
予
定︵
※
5
︶

商学部　教授

倉茂 道徳
本学卒業生
1968年度卒

私が大学 3 年生の時に完成し、私より半年早
く役割を終え、実にわが人生を共にした１号館。
さびしいです。そしてありがとう。

本学卒業生
2006年度卒

総務部　財務課

福司 麻貴
入学試験会場として利用したのが1号館でし
た。緊張と待ち時間の長さがとても印象に
残っています。

本学卒業生
1989年度卒

学務部　次長

原  伸晃
1号館は、授業はもちろん、六月祭や高千穂祭も
1階ピロティを使って各クラブの展示や発表、模
擬店を出店し朝から夕方まで盛大に開催してい
ました。隣の7号館の1階は今で言う「カフェテリ
ア」でカウンター席があり、パスタ料理を作って
提供してくれました。2階は学食で学生たちのマ
ドンナ的な社員さんが食券を手売りしていたり、
各団体の懇親会等の会場としても使用し仲間と
楽しくワイワイ過ごした事を思い出します。

（※4）1号館に耐震工事がなされ、掲示板や道路
が整備されました

（※5）新体育館・7号館完成イメージ図　旧1号館はアリーナ棟へと生まれ変わります

意外と知らない。
4階は増築された？
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群馬県
茨城県

昔
か
ら
東
京
へ
来
る
機
会
が
何
度

か
あ
り
、「
地
元
と
違
っ
た
環
境
で
過

ご
し
て
み
た
い
」と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
上
京
へ
の
憧
れ
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
心
理
学
・
哲
学
な
ど
に
興
味

が
あ
っ
た
の
で
高
千
穂
大
学
の
人
間

科
学
部
を
志
望
し
ま
し
た
。

地
元
の
交
通
手
段
は
主
に
自
転
車
か

自
動
車
で
す
が
、
東
京
は
電
車
に
乗

る
の
に
5

分
も
待
た
な
か
っ
た
り
、

バ
ス
が
一
律
の
値
段
で
乗
る
こ
と
が

で
き
た
り
す
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

地
元
に
あ
る
電
車
や
バ
ス
と
は
大
き

く
違
い
ま
す
。

群
馬
県

普通のおまんじゅうとは少し違い、
小さいころからおやつとして食べて
いました。

とても広い公園で、お花見やバーベキュー
などができます。周りにお洒落な喫茶
店や雑貨屋さんもありますよ。

私
たち
のふる

さとを紹介します

ご当地
自慢 2015

群
馬
は
の
ど
か
な
と
こ
ろ
が
◎

今回の紹介エリアは

上
京
し
た
理
由

地
元
と
東
京
の
違
い

群馬県立敷島公園（バラ園）

焼きまんじゅう

おすすめ

スポット

　
地
元
で
は
で
き
な
い
経
験
が
し

た
い
と
い
う
の
が
一
番
の
動
機
で
す
。

人
が
集
ま
る
東
京
で
は
多
く
の
出
会

い
と
、
面
白
い
こ
と
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
面
白
い
こ
と
が
自
分
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
の
が
嫌

で
上
京
し
た
と
も
言
え
ま
す
ね（
笑
）。

　
人
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
上
京

し
た
て
の
頃
は
毎
日
人
の
多
さ
で

酔
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
。
さ
ら
に
驚
い

た
の
は
交
通
で
す
。
地
元
の
電
車
は

1
時
間
に
1

本
ほ
ど
な
の
に
東
京
で

は
１
分
間
に
何
本
も
の
電
車
が
行
き

来
し
て
い
て
便
利
で
す
！

経営学部　経営法務コース　3年
茨城県立水戸商業高等学校出身
黒川ゼミ
フォークソング研究会
学術文化団体連合会本部

木村 恒太

人間科学部　人間科学専攻　3年
群馬県私立東京農業大学第二高等学校出身
小向ゼミ、スキー部　

奈良 美穂

茨
城
県

納豆は意外にもチーズやカレーに合
います！あと、茨城の海は栄養豊富
なので、そこで育った魚も美味しい
ですよ。

マイナーな観光地ですが、本州一長い
歩行者専用の橋です。日本一高い100
ｍのバンジージャンプがあります。

茨
城
は
旨
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
！

上
京
し
た
理
由

地
元
と
東
京
の
違
い

常陸太田市  竜神大吊橋

納豆・魚

おすすめ

スポット

おすすめ

グルメ

おすすめ

グルメ

今年のご当地自慢は大幅リニューアル！
出身地の自慢と在学生の魅力を

より知って頂けるようにしました。
今回は関東甲信越ブロックです。

奈良さんの出身高校は
東京農業大学第二高等学校

木村さんの出身高校は
水戸商業高等学校

スポーツ、行事が盛んで、生徒の活気が溢れ
ています。校舎も広く、友達や先生たちとの
びのび過ごすことができました。

部活動が盛んで、野球部は甲子園出場経験
があります。空手道部、ソフトボール部、
簿記部なども全国大会の常連です。

経営学部　経営法務コース　3年
茨城県立水戸商業高等学校出身

学術文化団体連合会本部

茨
城
県

群
馬
県

人間科学部　人間科学専攻　3年
群馬県私立東京農業大学第二高等学校出身
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News & Information 

4
月
23
日
（
神
奈
川
県
支
部
）鳩
サ
ブ
レ
、

5
月
6
日
（
近
畿
・
四
国
・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
）

カ
ー
プ
か
つ
、
21
日
（
茨
城
）サ
ラ
ダ
＆
納
豆
、

28
日
（
埼
玉
）な
ま
ず
せ
ん
べ
い
、
6
月
3

日

（
千
葉
）び
わ
ゼ
リ
ー
、

19
日
（
九
州
）高
千

穂
牧
場
カ
フ
ェ
オ
レ
、

25
日
（
栃
木
）と
ち

お
と
め
オ
レ
が
配
布

さ
れ
、
在
学
生
は
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

4
月
24
日 

第
9
回
テ
ー
マ
「
個
性
と
は

何
か
？
」。
性
格
そ
の
も
の
だ
っ
た
り
、
第

１
印
象
だ
っ
た
り
、
他
人
と
比
べ
な
い
と
わ

か
ら
な
い
も
の
、
な
ど
の
意
見
を
も
と
に
議

論
し
ま
し
た
。
5

月
29
日 

第
10
回
テ
ー
マ

「
正
義
と
は
何
か
？
」。
変
わ
っ
た
試
み
の
カ

フ
ェ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
正
義
に
つ
い
て

小
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
っ
て
出
し
た
意

見
を
ま
と
め
、
全
体
総
括
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
6
月
19
日 

第
11
回
テ
ー
マ
「
？
」。
会

場
の
み
な
さ
ん
と
当
日
テ
ー
マ
を
決
め
、
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

春
の
交
通
安
全
運
動
に
先
立
ち
、5
月
10
日

（
日
）10
時
か
ら
11
時
ま
で
中
杉
通
り（
Ｊ
Ｒ
阿

佐
个
谷
駅
南
口
か
ら
杉
並
区
役
所
）で
交
通
安

全
パ
レ
ー
ド
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
学

友
会
ミ
ル
バ
ス
隊
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
、
地
域
活
動
に

貢
献
し
ま
し
た
。

総
会
は
事
業
計
画
・
入
試
・
就
職
の
説
明
。

各
議
案
の
審
議
・
承
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
懇
親
会
は
理
事
、
大
学
・
幼
稚
園
の
教

職
員
な
ど
1
3
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

人
間
科
学
部
の
学
生
達
が
、
西
永
福
商
店

街
（
協
栄
会
）が
理
性
寺
境
内
で
開
催
す
る

縁
日
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。

第
46
回
体
育
祭
が
登
戸
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
、
晴

天
の
下
、
3
3
0
名

の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
は
硬
式

野
球
部
が
優
勝
、
2

位
高
千
穂
祭
実
行
委

員
会
リ
ト
ル
グ
リ
ー

ン
メ
ン
チ
ー
ム
、
3

位
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
し
た
。
体
育
祭
の
盛
り
上
が
り

と
共
に
親
睦
も
深
ま
り
ま
し
た
。

笑
い
を
学
術
的
に
研
究
し
て
い
る
小
向

ゼ
ミ
は
、
プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
加
藤
佳
範
氏

（
パ
ノ
ラ
マ
ジ
ッ
ク
所
属
）を
招
聘
し
、
授
業

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
東
京
で
放
映
さ
れ
て
い
る
ア
ド

街
ッ
ク
天
国
で
西
永
福
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
高
千
穂
大
学
は
、
合
気
道
場
や
新

校
舎
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
在
学
生
16
人
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
に
登
場
し
ま
し
た
。

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
ど
も
支
援
」を
行

う
立
教
女
学
院
大
学
、女
子
美
術
大
学
、高
千

穂
大
学（
長
谷
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）の
3

大
学
で 

報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。 

年
2
回
の
支
援
で 

高
千
穂  

大
学
は
、一
般
学
生
か
ら
不
要
な
文
具

を
集
め
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
算
数
教
材
や
英
語
教

材
と
共
に
現
地
の
子
ど
も
に
渡
し
ま
す
。

［クォータリー 高千穂］ 

●編集長 浅見 雅郁
●委　員 坂田 利康
 西原 正人

●編集・印刷 orange corporation

新
1

号
館
が
完

成
し
堂
々
た
る

姿
を
私
た
ち

の
前
に
見
せ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
新
旧
1

号

館
が
学
内
で
同
時
に
見
ら
れ

る
の
は
今
年
の
わ
ず
か
な
期

間
だ
け
。
在
学
生
だ
け
で
な

く
旧
1

号
館
で
多
く
の
時
間

を
過
ご
し
た
皆
さ
ん
は
取
り

壊
し
ま
で
の
限
り
あ
る
時
間

で
ぜ
ひ
懐
か
し
い
場
所
に
お

別
れ
を
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
誰
も
が
必
ず
座
っ

た
こ
と
の
あ
る
1

階
の
大

教
室
。
な
ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ

に
！
？
と
思
う
猫
の
足
跡
。

今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
活
躍

を
す
る
黄
色
い
ソ
フ
ァ
ー

な
ど
。
一
人
ひ
と
り
に
違
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
自
分
の
思
い
出
を
確
か

め
に
来
て
く
だ
さ
い
。

編集
後記
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表紙の人

News & Informatio

クォータリー高千穂設置場所：1号館
（1階）、図書館（1階）、4号館（1・2階）、
情報メディアセンター、CS（1・2・3・4
階）、10号館（1階）

高千穂の今が分かる

父
母
の
会

郷
土
企
画
を
開
催

哲
学
研
究
会
パ
イ
デ
ィ
ア

哲
学
カ
フ
ェ
を
開
催

（写真左）
商学部　会計コース　3年
静岡県富士市立高等学校出身
西山ゼミ、フットサル愛好会　　

鈴木 悠雅

（写真中右）
商学部　会計コース　3年
愛知県立緑丘商業高等学校出身
西山ゼミ　

渡邊 香澄

（写真右）
商学部　会計コース　3年
埼玉県立伊奈学園総合高等学校出身
西山ゼミ　

安藤 穂香

（写真中左）
商学部　会計コース　3年
東京都立晴海総合高等学校出身
西山ゼミ

髙家 絵里香

地
元
の
交
通
手
段
は
主
に
自
転
車
か

自
動
車
で
す
が
、
東
京
は
電
車
に
乗

る
の
に
5

分
も
待
た
な
か
っ
た
り
、

バ
ス
が
一
律
の
値
段
で
乗
る
こ
と
が

で
き
た
り
す
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

地
元
に
あ
る
電
車
や
バ
ス
と
は
大
き

く
違
い
ま
す
。

　
人
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
上
京

し
た
て
の
頃
は
毎
日
人
の
多
さ
で

酔
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
。
さ
ら
に
驚
い

た
の
は
交
通
で
す
。
地
元
の
電
車
は

1
時
間
に
1

本
ほ
ど
な
の
に
東
京
で

は
１
分
間
に
何
本
も
の
電
車
が
行
き

来
し
て
い
て
便
利
で
す
！

今年のご当地自慢は大幅リニューアル！
出身地の自慢と在学生の魅力を

より知って頂けるようにしました。
今回は関東甲信越ブロックです。4/23、5/6、21、28、

6/3、19、254/24、5/29、6/19

学
友
会
ミ
ル
バ
ス
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

5 /10

人
間
科
学
部
　
西
永
福
商
店
街
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

5 /30

人
間
科
学
部（
小
向
ゼ
ミ
）が

プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
を
招
聘

6 /10

テ
レ
ビ
東
京
の
ア
ド
街
ッ
ク
天
国
に
、

高
千
穂
大
学
が
5
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン

6 /13

人
間
科
学
部（
長
谷
川
ゼ
ミ
）が

3
大
学
合
同
報
告
会
を
開
催

6 /17

体
育
祭
を
開
催

5 /30

同
窓
会
が

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
を
開
催

5 /23
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9号館

4号館

守衛所

5号館

2号館

8号館

弓道場

7号館
1号館

10号館

学風の碑

幼稚園舎

勧学の碑

セントラルスクエア

武道場
（杉並区指定有形文化財）

西門

正門

井の頭線
（5分）

京王線
（8分）

井の頭線（10分）

のりかえ

井の頭線（13分）

徒歩
（7分）

高
千
穂
大
学

西永福 明大前

吉祥寺

新宿

渋谷

●中央線

●山手線　●埼京線
●中央線　●総武線
●地下鉄丸ノ内線

●山手線
●東急田園都市線
●東横線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線

■山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで13分   （新宿駅からの場合は、明大前のりかえ）
■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで 10分
■西永福駅から本学まで徒歩 7分
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高 千 穂 大 学 広 報 誌

高 千 穂 大 学 広 報 誌

T A K A C H I H O  U N I V E R S I T Y

本学は、平成5年（1993）に大学基準協会の正会員となり、平成
15年（2003）に相互評価を受け適合、さらに平成22年（2010）
に全大学に対し義務付けられている認証評価を受審いたしました。
その結果、本学は、理念・目的の実現に向けた改善・改革の努力を
実践し、大学としてふさわしい教育・研究の要件を備えている大学
として、同協会の大学基準に適合していることを認定されました。

［クォータリー 高千穂］

新1号館
完成
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